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研究成果の概要（和文）：惑星大気・プラズマの観測を目指した極周回成層圏テレスコープFUJIN-2を開発し
た。最初の科学目標は金星大気力学、化学過程、紫外吸収物質の同定とした。FUJIN-1の実験データに基づい
て、光学系、電源系、姿勢制御系の製作及び調整を完了した。スウェーデン・キルナにあるESRANGEにおいて気
球実験を実施するため、資金調達の提案をしている。金星大気に関する科学成果としては、金星探査機「あかつ
き」中間赤外カメラによる大規模定在温度構造の発見が上げられる。観測データの詳細な解析から、それらは太
陽放射をエネルギー源として地上付近で発生した大気重力波が雲頂高度まで伝播して形成されたと推測される。

研究成果の概要（英文）：The circumpolar stratospheric telescope FUJIN-2 has been developed for 
observations of planetary atmospheres and plasmas. The dynamics, chemistry and identification of an 
UV abosorber of the Vinus atmosphere are selected as the first scientific target. Development of the
 hardware of FUJIN-2 has been promoted based on the experimental data obtained by FUJIN-1. 
Development of the optics, electrical and attitude control systems has been completed. A balloon 
experiment at ESRANGE in Kiruna, Sweden has been proposed. As an important scientific result about 
the Venus atmosphere large stationary thermal structures have been discovered by the Longwave 
Infrared Camera onboard the Venus orbiter Akatsuki. From detaied analysis of the observed data it is
 suggested that atmospheric gravity waves generated in the lower atmosphere by the solar radiation 
energy propagate to the cloud-top altitudes forming the structures. 

研究分野： 惑星大気物理学

キーワード： 気球実験　惑星　リモートセンシング　大気力学　大気化学
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１．研究開始当初の背景
惑星大気やプラズマの研究では現象の時

間変化を捉えることが本質的に重要である。
しかし
られており、
とは不可能である。一方、比較的自由に利用
できる国内の中小型望遠鏡はシーイングや
天候からの制約のため
度で観測ができない。地上観測では
よりも短波長側はオゾン及び酸素分子によ
る強い吸収を受け、
ガス、メタンなどの大気微量成分による吸収
帯が存在するため、それらの波長帯の観測は
困難である。
望遠鏡
の時間変動
代わりに
トが課せられる。
これらの問題点を打開するために、望遠鏡

をゴンドラに搭載し大型気球で極域成層圏
に浮遊させ惑星の連続観測を実現するとい
うコンセプトに基づき
ットフォームとして
ープ」

FUJIN
対流圏に多く存在する水や炭酸ガスの吸収
はほとんど受けなくなる。また、オゾン層の
ピーク密度は高度
ゾンによる吸収もかなり弱くなり、波長
nm での観測が可能になる。
子や微粒子
できる値となる。したがって、
りも長
波長範囲は衛星望遠鏡のそれに匹敵する。
成層圏からの惑星観測の第二の利点とし

て、特に極域では、日周運動で惑星が地平線
下に没することがないため、
星を連続的に観測可能な点が上げられる。
季または
すると、極を中心に気球を周回させることが
できる
惑星を連続して観測することが可能である。
第三に、成層圏ではほとんど快晴で、望遠

鏡の回折限界の性能を発揮できる良好なシ
ーイングが期待できる。可視光で
界の角度
約 130 mm
解能を実現するシーイング条件
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１．研究開始当初の背景
惑星大気やプラズマの研究では現象の時

間変化を捉えることが本質的に重要である。
しかし地上大型望遠鏡はマシンタイムが限
られており、１週間以上
とは不可能である。一方、比較的自由に利用
できる国内の中小型望遠鏡はシーイングや

からの制約のため
観測ができない。地上観測では

よりも短波長側はオゾン及び酸素分子によ
る強い吸収を受け、
ガス、メタンなどの大気微量成分による吸収
帯が存在するため、それらの波長帯の観測は
困難である。一方、探査機による直接探査や
望遠鏡衛星を利用した遠隔観測
の時間変動研究に大きな成果が期待できる
代わりに、高度な技術開発や
トが課せられる。
これらの問題点を打開するために、望遠鏡

をゴンドラに搭載し大型気球で極域成層圏
浮遊させ惑星の連続観測を実現するとい
コンセプトに基づき

ットフォームとして
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FUJIN が浮遊する
対流圏に多く存在する水や炭酸ガスの吸収
はほとんど受けなくなる。また、オゾン層の
ピーク密度は高度
ゾンによる吸収もかなり弱くなり、波長

での観測が可能になる。
子や微粒子による吸収・散乱もほとんど無視
できる値となる。したがって、

長波長領域で
波長範囲は衛星望遠鏡のそれに匹敵する。
成層圏からの惑星観測の第二の利点とし

て、特に極域では、日周運動で惑星が地平線
下に没することがないため、
星を連続的に観測可能な点が上げられる。

または冬季に極域成層圏に吹く風を利用
すると、極を中心に気球を周回させることが
できる（図１）。極周回実験により、数週間
惑星を連続して観測することが可能である。
第三に、成層圏ではほとんど快晴で、望遠

鏡の回折限界の性能を発揮できる良好なシ
ーイングが期待できる。可視光で

の角度分解能を与える望遠鏡有効口径は
130 mm であるが、地上で

解能を実現するシーイング条件
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トが課せられる。 
これらの問題点を打開するために、望遠鏡
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Eastward during

図１．FUJIN-2
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惑星大気やプラズマの研究では現象の時
間変化を捉えることが本質的に重要である。

大型望遠鏡はマシンタイムが限
観測するこ

とは不可能である。一方、比較的自由に利用
できる国内の中小型望遠鏡はシーイングや

要求を満たす精
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）の構想が生まれた。 

とすると、
対流圏に多く存在する水や炭酸ガスの吸収
はほとんど受けなくなる。また、オゾン層の

付近にあるため、オ
300 

他の分
による吸収・散乱もほとんど無視

紫外領域よ
で観測できる

波長範囲は衛星望遠鏡のそれに匹敵する。 
成層圏からの惑星観測の第二の利点とし

て、特に極域では、日周運動で惑星が地平線
時間以上、惑
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くのメリットがある上、地上大型望遠鏡や宇
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このような発想に基づき、
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ー プ の 開 発 を 進 め て き た
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2010]
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の不具合のため、予定していた性能評価がで
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られた。平成
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観測場所と時期は限定される
32 km では地上に比べて大気密度は
になるので、それだけ大気密度揺ら

ぎも小さくなり、より大きな有効口径の望遠
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このように、極周回成層圏テレスコープに

よる惑星観測は光学性能や観測条件上の多
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